
 

 

令和５年７月 11 日 
記者発表資料 

令和 4 年度⼀般会計決算⾒込額の概要 

令和４年度一般会計決算見込額の概要を別添のとおり作成しましたので、お知らせいたします。 

１   概要 

２ 歳入決算見込額の概要 

３ 歳出決算見込額の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先  

神奈川県総務局財政部財政課 

課長          市川   電話 045-210-2250 

課長代理（予算調整担当） 高橋   電話 045-210-2252 
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令和４年度一般会計決算見込額の概要 

― 実質収支、単年度収支ともに黒字 ― 

１ 概 要 

令和４年度決算見込額は、歳入が２兆4,926億1,000余万円、歳出が２兆4,501億200余万円で、歳入から歳

出を差し引いた形式収支は425億800余万円のプラスとなり、この額から令和５年度への繰越事業に充当すべ

き財源である157億7,700余万円を差し引いた実質収支は、267億3,000余万円の黒字となりました。 

このうち、国から交付された新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の残額174億9,100余万円は、

令和５年度以降に精算する必要があり、この特殊要素分を除いた実質収支は92億3,900余万円の黒字となりま

す。 

なお、実質収支267億3,000余万円から前年度の実質収支83億800余万円を差し引いた単年度収支は、184億

2,200余万円の黒字となりました。これは令和４年度の実質収支が新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交

付金の不用額（国への返納未済額）により大幅な黒字になったことによるもので、この特殊要素分を除いた

単年度収支は34億7,500余万円の黒字となります。 

 

                  決 算 額 比 較 表 

                                           （単位 百万円、％）  

 

区   分 
 

 

令和４年度 
 

令和３年度 対 前 年 度 比 較 

 

      ② 
増 減 額 

①－②  

比 率 

①／② 

歳 入 総 額 

Ａ 

 

(2,475,119) 

2,492,610 

 

(2,960,369) 

2,962,914 

 

(△485,250) 

△470,303 

 

(83.6) 

84.1 
 

歳 出 総 額   

Ｂ 

 

 

2,450,102 

 

 

2,933,542 

 

 

△483,439 

 

 

83.5 
 

歳入歳出差引額 

(形式収支)    Ｃ＝Ａ－Ｂ 

 

(25,016) 

42,508 

 

(26,827) 

29,371 

 

(△1,810) 

13,136 

 

(93.3) 

144.7 
 

翌年度への繰越事業 

に充当すべき財源 

 

 

15,777 

 

 

21,063 

 

 

△5,286 

 

 

74.9 

 

実 質 収 支 

Ｅ＝Ｃ－Ｄ  

 

(9,239) 

26,730 

 

(5,764) 

8,308 

 

(3,475) 

18,422 

 

(160.3) 

321.7 
 

    前 年 度 実 質 収 支  

Ｆ 

 

(5,764) 

8,308 

 

(5,348) 

72,032 

 

(415) 

△63,724 

 

 

 

 
 

単 年 度 収 支 

Ｇ＝Ｅ－Ｆ 

 (3,475) 

18,422 

 (415) 

△63,724 

 

(3,059) 

82,146 

 
 

（注１）各表中の（ ）内は、特殊要素（新型コロナウイルス感染症対策に係る国交付金の歳入超過分）を除いた金額。 

（注２）各表中の金額は、表示単位未満切捨てのため、合計と符合しないことがある。 

（注３）各表中の構成比は、小数点第２位を四捨五入しているため、合計と符合しないことがある。 

 

     実質収支及び単年度収支の年度別推移 

                                   （単位 百万円） 

区  分 平成23年度 24 25 26 27 28 29 30 令和元年度 ２ ３ ４ 

実質収支 4,918 3,879 7,019 7,547 7,113 5,176 6,398 4,952 3,683 
(5,348) 
72,032 

(5,764) 
8,308 

（9,239) 
26,730 

単年度収支 △1,870 △1,039 3,139 528 △434 △1,937 1,222 △1,446 △1,269 
(1,665) 
68,349 

(415) 
△63,724 

(3,475) 
18,422 

① 

Ｄ 

72344964
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２ 歳入決算見込額の概要 
（単位 百万円、％） 

 款  別 

令和４年度 

 

①  

 令和３年度 

 

②  

 対 前 年 度 比 較 

構成比 構成比 
増 減 額 

  ①－②  

比 率 

 ①／② 

県 税 1,329,954 53.4 1,253,870 42.3 76,083 106.1 

地 方 譲 与 税 176,225 7.1 148,746 5.0 27,478 118.5 

地 方 特 例 交 付 金 4,700 0.2 4,739 0.2 △38 99.2 

地 方 交 付 税 141,192 5.7 203,345 6.9 △62,153 69.4 

交通安全対策特別交付金 1,235 0.0 1,321 0.0 △85 93.5 

分担金及び負担金 463 0.0 884 0.0 △421 52.3 

使用料及び手数料 29,120 1.2 29,205 1.0 △84 99.7 

国 庫 支 出 金 456,189 18.3 754,674 25.5 △298,484 60.4 

財 産 収 入 2,908 0.1 5,115 0.2 △2,206 56.9 

寄 附 金 223 0.0 446 0.0 △223 50.1 

繰 入 金 125,473 5.0 33,309 1.1 92,163 376.7 

繰 越 金 29,371 1.2 206,849 7.0 △177,477 14.2 

諸 収 入 36,089 1.4 31,418 1.1 4,671 114.9 

県 債 159,461 6.4 288,986 9.8 △129,525 55.2 

合   計 2,492,610 100.0 2,962,914 100.0 △470,303 84.1 

【主な歳入の状況】 

(1) 県 税 

決算額は、１兆3,299億5,400余万円で、前年度に比べ、760億8,300余万円の増と、３年連続の増収と

なりました。 

これは、世界経済の回復や円安の影響等により製造業を中心に企業収益が増加し、法人二税が増収と

なったことに加え、資源高や円安の影響により輸入額が増加し、地方消費税が増収となったことなどに

よるものです。 
 

 県 税 等 決 算 額 比 較 表      （単位 百万円、％） 

区  分 

令和４年度  

 

令和３年度 
 

 

対 前 年 度 比 較 

増 減 額 

①－②  

比  率 

   ①／② 

個 人 県 民 税 353,621 356,440 △2,818 99.2 

県 民 税 利 子 割 939 1,368 △428 68.7 

法 人 

県 民 税 25,686 23,425 2,260 109.6 

事 業 税 304,104 264,974 39,129 114.8 

計 329,790 288,400 41,389 114.4 

個 人 事 業 税 23,841 19,931 3,910 119.6 

地 方 消 費 税 442,596 418,706 23,889 105.7 

不 動 産 取 得 税 29,683 23,054 6,629 128.8 

県 た ば こ 税 9,826 9,293 533 105.7 

ゴ ル フ 場 利 用 税 1,619 1,568 51 103.3 

軽 油 引 取 税 39,422 39,471 △48 99.9 

自動車税 

環 境 性 能 割 9,058 6,682 2,376 135.6 

種 別 割 89,452 88,849 603 100.7 

計 98,511 95,532 2,979 103.1 

そ の 他 の 税 98 102 △4 96.1 

県   税   計 1,329,954 1,253,870 76,083 106.1 
 

地 方 譲 与 税 176,225 148,746 27,478 118.5 
合    計 1,506,179 1,402,617 103,561 107.4 

① ② 
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(2) 国庫支出金 

  決算額は、4,561億8,900余万円で、前年度に比べ、2,984億8,400余万円の減となりました。 

  これは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の減などによるものです。 

 

(3) 県 債 

   決算額は、1,594億6,100余万円で、前年度に比べ、1,295億2,500余万円の減となりました。 

これは、臨時財政対策債の減などによるものです。 

 

３ 歳出決算見込額の概要 

（単位 百万円、％） 

款  別 

令和４年度 

 

①  

 令和３年度 

 

②  

 対 前 年 度 比 較 

構成比 構成比 
増 減 額 

①－②  

比 率 

①／②  

議 会 費 3,460 0.1 3,436 0.1 24 100.7 

総 務 費 479,896 19.6 610,119 20.8 △130,223 78.7 

環 境 費 23,824 1.0 10,855 0.4 12,969 219.5 

民 生 費 373,087 15.2 346,632 11.8 26,454 107.6 

衛 生 費 384,167 15.7 406,599 13.9 △22,432 94.5 

労 働 費 8,056 0.3 7,596 0.3 460 106.1 

農 林 水 産 業 費 17,257 0.7 15,151 0.5 2,106 113.9 

商 工 費 109,477 4.5 527,123 18.0 △417,645 20.8 

土 木 費 103,759 4.2 103,765 3.5 △6 100.0 

警 察 費 197,880 8.1 195,280 6.7 2,600 101.3 

教 育 費 393,354 16.1 391,915 13.4 1,438 100.4 

災 害 復 旧 費 1,569 0.1 3,538 0.1 △1,969 44.3 

公 債 費 354,267 14.5 311,507 10.6 42,759 113.7 

諸 支 出 金  44 0.0 21 0.0 23 208.9 

合   計 2,450,102 100.0 2,933,542 100.0 △483,439 83.5 

 

【主な歳出の状況】 

(1) 総 務 費 

決算額は、4,798億9,600余万円で、前年度に比べ、1,302億2,300余万円の減となりました。 

これは、地方交付税の後年度精算に備えた財政基金への積立てや、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金返納金が減少したことなどによるものです。 

 

(2) 民生費・衛生費 

民生費の決算額は、3,730億8,700余万円で、前年度に比べ、264億5,400余万円の増となりました。これは、

子ども・子育て基金や地域医療介護総合確保基金への積立てが増加したことなどによるものです。 

また、衛生費の決算額は、3,841億6,700余万円で、前年度に比べ、224億3,200余万円の減となりました。

これは、新型コロナウイルス感染症への対応に伴う病床確保などの事業費が減少したことなどによるものです。 

  

(3) 商 工 費 

  決算額は、1,094億7,700余万円で、前年度に比べ、4,176億4,500余万円の減となりました。 

これは、新型コロナウイルス感染症への対応に伴う事業者への協力金などの事業費が減少したことなどによ

るものです。 




